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今年の夏は台風や集中豪雤

に日本全国が被災し，改めて自

然の脅威を実感させられました．

本歯学部にとっては，学生が課

外活動で活躍し，また，文部科

学省へ申請していた事業の採択

が発表され，将来に向けて実り

ある夏であったと感じています． 

恒例のオールデンタル（第４６

回全日本歯科学生総合体育大会）夏期大会は，日本

歯科大学新潟生命歯学部の事務主管で８月上旬に

開催されました．本学は１３種目に参加し，冬期大会

との総合成績で第１０位でした．これは過去１０年間

で最も良い成績でした．準優勝の準硬式野球部，３

位の卓球部ほか入賞した各クラブ部員の健闘を讃え

たいと思います． 

こちらも恒例のスチューデント・クリニシャン・リサー

チ・プログラム（全国の歯科大学・歯学部学生の代表

による英語による研究発表大会）が，８月２０日に日

本歯科医師会館で開催されました．２０回目の記念

大会となる今回は，全国２８校からの代表学生が参

加し，白熱したプレゼンテーションを行いました．そし

て，本学代表の道家 碧さん（６年生）が見事優勝し，

１０月９日から米国で開催される国際大会に日本代

表として出場することになりました．本学学生の優勝

は初めてであり，大変に名誉なことです． 

以前から紹介しているように，現在，本歯学部は文

部科学省の大学間連携共同教育推進事業に選定さ

れ，「ＩＴを活用した超高齢社会の到来に対応できる歯

科医師の養成」プロジェクトを，平成２４年から５年間，

北海道医療大学，岩手医科大学ならびに地域歯科

医師会との連携で進めています．新しい教材の作成

を行い，授業に活用しています．その成果をベースに，

今年の１１月には３年生に新しい地域連携歯科医療

実習を実施する予定です． 

今年度は文部科学省から大型事業として，新規に

課題解決型高度医療人材養成プログラムの募集が

ありました．本歯学部は岡山大学を幹事校として全国

１１大学と連携して，「健康長寿社会を担う歯科医学

教育改革」という事業名で申請し，採択されました．

前述のプロジェクトを含めて，教育改革に志を同じく

する大学と連携して，超高齢社会の国民の健康に貢

献できる歯科医療人の教育をさらに推進します．また，

同じ課題解決型高度医療人材養成プログラムに本学

薬学部が単独で，「大学と地域で育てるホームファー

マシスト」という事業名で採択されました．これまでの

４学部連携のチーム医療教育を卒後に継続するプロ

ジェクトであり，歯学部も参画してオール昭和の体制

で在宅チーム医療教育を推進する予定です． 

今後も学生が課外活動を含めて，学部連携および

地域連携の中で，多くのことにチャレンジして成長で

きるように関係者のご支援を宜しくお願い申し上げま

す． 

 
８月２１日に山梨県

歯科医師会と「歯学部

学生教育に関する協定

書」を締結し，富士吉田

校舎にて調印式が行わ

れました．山梨県歯科

医師会からは井出歯科

医師会長を始め５人の役員ならびに本実習の立ち上

げに尽力していただいた渡辺和俊先生（６回生）が出

席し，昭和大学からは宮﨑学部長，上條学生部長を

始め３名の教員，同窓会を代表して長田英治先生（５

回生）と事務職員が出席しました．本調印式に関する

記事が翌日の山梨日日新聞に掲載されました． 

 平成２１年から山梨県歯科医師会の協力の下，１年

次の歯科診療所体験実習を必修科目として実施して

います．富士吉田地区と甲府地区の歯科診療所約５

０施設の先生方に協力していただき，診療所で一日

体験する実習を行っています．学生のポートフォリオ

所見から，歯科診療所で働く先生方の背中を見て，

学生は歯科医師になる動機を高め，コミュニケーショ

ンの重要性に気づいている様子がうかがえます．年

に１回，実習に協力していただいている歯科診療所

の先生方やスタッフの皆様と実習に関する意見交換

会を開催しています． 

今年からは，旗の台校舎・洗足校舎近隣の歯科医

師会の協力を得て，３年生が参加する「地域連携歯

科医療実習ＩＩ」を必修化します．本学は歯科医師会と

良好な関係を構築して，地域歯科医療に貢献できる

歯科医師を養成するよう努力を続けます． 

昭和大学歯学部と山梨県歯科医師会

との教育に関する協定書を締結しまし

た         歯学教育学部門 片岡竜太 

 

巻頭言 
           歯学部長 宮﨑 隆 
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平成２７年度臨床研修歯科医の採用試験が７月１

９日（土）に旗の台校舎５号館と４号館を使用して実

施されました．試験の課題としては，学識試験と面接

試験が課されました．本学では，研修医が確実に診

療参加することを念頭に，１つの診療部署で長期間

（６か月または１２か月）じっくりと研修できるプログラ

ムになっています．また同時に，重要な必修コース

（全身管理研修，口腔ケア研修，画像診断研修）を短

期で効率よくラウンドできることを特徴としています．

募集定員はプログラムＡ（院内６か月＋学外６か月）

４０名，プログラムＢ（院内２診療科で６か月ずつ）３０

名，プログラムＣ（院内１診療科で１２か月）２０名，プ

ログラムＤ（学内病院歯科６か月＋院内６か月）１０名

となっております．

本年は２４大学か

ら２６４名（新卒１９

１名，既卒７３）の

受験生があり，こ

のうち本学出身者

は１１９名（新卒９５

名，既卒２４名）で

した． 

 

 
９月２０日

（土）に歯学

部入試説明

会が旗の台

キャンパスで

開催されまし

た．参加人数

は，６８組，１

０１名と大変多くの受験生とそのご父兄に出席頂き，

本学への注目度が昨年同様に高いことを感じました．

説明会の内容は，まず初めに，歯学部入試常任委員

が，本年度の入学試験の概要について説明しました．

特に，本年度から高校のカリキュラムが新課程に移

行するため，新・旧試験出題範囲についての解説を

しました．また，昨年度同様，本年度も引き続き行わ

れる他学部との併願や本年度から新たに施行される

編入Ⅱ期についての概要を説明しました．さらに，学

費面における変更点として，本年度から施行される，

一定条件を満たせば５，６年次の学費が免除される

歯学部特別奨学金制度について説明を行い，参加者

は熱心に耳を傾けていました．引き続き，本入試説明

会の中心でもある，駿台予備学校講師による入試問

題５教科（英語４０分，数学４０分，物理，化学，生物

各２５分）全てを対象に，問題の難易度を含め，かな

り詳細な解説が行われました．入試常任委員による

個別相談（１２組）も行われましたが，予備校講師によ

る入試問題の解説はとても好評で，実りの多い説明

会だったと思いました． 

 

 
平成２６年度に学位申請が予定される１６名の歯

学研究科博士課程の大学院生を対象に，「学位論文

中間報告会」が開催されました．本報告会は，学位論

文の作成過程をより円滑に進めることを目的に，学

位申請予定者，主指導教員，歯学研究科教授会メン

バー３名からなる論文指導教員の合計５名（歯学研

究科以外の本学大学院のメンバーを論文指導教員

に加える場合は，合計６名）で，学位論文の研究の実

施状況の確認や検討を行うものです．今年度が初め

ての実施ですが，各報告会において有意義な議論が

なされ，その結果が学位論文中間報告会報告書にま

とめられ，大学院運営委員会に提出されました．来年

度は，中間報告会実施の対象者および実施時期に

ついてさらに検討を加えていく予定です．皆様のご理

解とご協力をよろしくお願いいたします． 

 

 
平成２６年８月２６日～２７日に富士吉田校舎にて

PBL ファシリテータ―養成・シナリオ作成ワークショッ

プが開催されました．ファシリテータ養成チームでは

学生と同様に PBLの体験を通じてファシリテータの役

割を学びました．シナリオ作成チームでは，これまで

の学部連携 PBL のシナリオやファシリテータガイドの

見直し，PBL 実施時期の見直し等を討議しました．ま

た，今後増加することが予想される地域医療に対応

した PBL の実施についても平成２９年度から実施す

る予定で具体的な検討がなされました．PBL の成功

はシナリオとファシリテータにかかっていると言っても

過言ではありません．このようなワークショップを通じ

てより一

層磨きを

かけて行

きたいと

思 い ま

す． 

 

 

歯学部入試説明会  
入試常任委員 美島健二 

 

学位論文中間報告会が実施されました 
大学院運営委員長 井上富雄  

 

PBL ファシリテータ―養成・シナリオ 

作成ワークショップに参加しました 
口腔リハビリテーション医学部門 横山 薫 

 

昭和大学歯科病院臨床研修歯科医採

用試験が実施されました 
総合診療歯科学部門 長谷川篤司 
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この度，

SCRP 大会

にて優勝で

きましたこと，

非常に光栄

に思ってお

ります．夏

休みの間，

毎日のよう

に研究室に

通って深町先生に手伝っていただきながら研究して

まいりました． 

私は昔から微生物に興味があり，研究をしてみた

いと常々思っていました．歯周病原細菌の産生する

ヌクレアーゼの解析の研究をして参りましたが，今の

所は歯科医療として応用できるような段階ではありま

せん．しかし，将来私の研究を基盤として，歯科医療

の発展につながっていければ幸甚です．このような研

究の機会を与えてくださった桑田教授並びに歯学部，

微生物学研究室の先生方，私を支えてくださった家

族，友人たちには心から感謝しております． 

１０月には SCRP 世界大会の場である，アメリカ歯

科医師会（ADA）での発表があります．いままでアメリ

カには数回短期留学をさせていただきましたが，この

ような研究を目的とした世界規模の学会に顔を出す

のは初めてです．この機会に世界各国の歯科医師の

卵たちと親睦を深め，これからの私の生涯にわたる

歯科医師人生の原動力として行きたいと思います．

また，今回日本代表という形で世界大会に出させて

いただくにあたって，昭和大学の一員として，昭和大

学の名に恥じぬよう堂々と胸を張って発表しに行きま

す．力不足であることは自覚しておりますが，どうぞ

温かい目で見守っていてください． 

 

 
 ８月２０日にスチューデント・クリニシャン・リサーチ・
プログラムの日本代表選抜大会が開催されました．

本学からは６年生の道家碧さんが研究テーマ「歯周

病原性細菌の産生するヌクレアーゼの解析」の発表

で基礎部門において優勝し，１０月にアメリカ（サンア

ントニオ）で行われる世界大会で日本代表として発表

することになりました． 

 今年度の本学の代表は，マルチドクタープログラム

を選択している学部学生から選ばれました．道家さん

は大学代表として発表することが決まってからは春休

み，夏休み，授業後に研究を行い，実験の待ち時間

には国家試験勉強，と私も見習うべき態度でした．ま

た，積極性，作業の丁寧さ，理解の深度，どれをとっ

ても非常に素晴らしいものでした．私自身，このような

基礎系の研究に興味を持った学生さんを指導する機

会に恵まれたことを嬉しく思います． 

 最後になりましたが，この度の発表に際し，プレゼ

ンテーションの練習にご助言ご指導いただきました多

くの先生方にお礼申し上げますとともに，研究方法に

ご助言いただき，また実験に不可欠な新鮮な血液を

提供してくださいました口腔微生物学講座の先生方

に感謝申し上げます． 

 

 去る８月２２－２４日の

期間中，中華人民共和

国 西安で開催された

第１１回アジア口腔顎

顔面学会に参加してき

ました．西安はご存知

の如く，古くは中国古代

の諸王朝の都となった

長安です．現在は，国

家歴史文化名城に指定

され，世界各国からの観光客が多い都市です． 

私は以前，上海に留学した経験があり，それ以来

の訪中でした．現地の雰囲気は上海の活況溢れる状

況よりは尐し落ち着いた感がありましたが，街中はや

はり大型クレーンの設置があちこちのビルに見られ，

現代中国の急激な経済発展の波が内陸部にも進ん

でいる様に見受けられました．当講座からは私の他，

鎌谷講師も参加し，私は腺様嚢胞癌の血管新生因

子発現に関する基礎研究を，鎌谷講師は顎変形症

術後における鎮痛剤効果に関する臨床研究内容を

発表しました．私の発表は幸いにも e-poster 

presentation award を受賞することができました．学

会全体を通しての発表演題者は地元中国が最も多

かったですが，アジア近隣国，遠く欧州，アフリカ圏か

らの参加もあり，非常に盛会でした．会場と滞在ホテ

ルが離れていたため，連日タクシーでの移動でした

が，同一区間にもかかわらず，乗ったタクシーによっ

て料金がまちまちでいいかげん…，いや大らかなお

国柄でした．食事に関しては訪中直前に中国国内で

の食の安全に関する報道もあって，学会会場の懇親

会とホテルですませてしまいました．海外ならではの

日常のこまごまとした苦労も含めて有意義な経験を

積ませて頂きました． 

 

 

スチューデント・クリニシャン・リサーチ・

プログラム日本代表選抜大会で優勝 

しました            D６ 道家 碧 

第 11 回アジア口腔顎顔面学会で発表

しました  顎顔面口腔外科学部門 近藤誠二 
 

スチューデント・クリニシャン・リサーチ・

プログラムの研究指導を行いました 
口腔微生物学講座 深町はるか 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E5%AE%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%AE%B6%E6%AD%B4%E5%8F%B2%E6%96%87%E5%8C%96%E5%90%8D%E5%9F%8E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%AE%B6%E6%AD%B4%E5%8F%B2%E6%96%87%E5%8C%96%E5%90%8D%E5%9F%8E
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アジア小児歯科学会

は２年ごとの開催で，

今年はシンガポールで

８月２２日，２３日に開

催されました．小児歯

科学会が夏期に開催さ

れることは珍しく，シン

ガポールの街は夏期

休暇中のためか観光

客で賑わっていました．

参加した国と地域は９

つで，招待講演が２５

題，ポスター発表が９１

題，口頭発表が４２題ありました．招待講演は，臨床

や研究の最新のトピックについての講演があり，日本

からは東北大学の福本教授が小児の齲蝕予防を目

的としたＳ－ＰＲＧ を含んだ新しい歯のコーティング

材について講演されました．小児成育歯科学講座か

らは，窪野美乃先生，島田幸恵先生と浅里の３名が

発表を行いました．ポスター発表では３０分間のディ

スカッションタイムがあり，実りある討議が行われまし

た．招待講演の香港大学の Wei 教授の “Prevention 

and Clinical Management of Early Childhood Caries” 

の講演は，減尐傾向にある乳歯齲蝕の中でも，未だ

問題となっている初期齲蝕についてのもので，今後

の日本の小児歯科診療における方向性について考

えさせられるものでした．次回の第１０回アジア小児

歯科学会記念大会は２年後の２０１６年に日本で開

催されます． 

 

 
準硬式野球部門は長崎市で開催されました．台風

の影響で大会３日目が初戦でした．初戦の朝日大学

戦は両者譲らず３－３の同点と決着がつかず大会規

定によりジャンケン勝負に．９人中５人先勝で勝利と

いうルールでこれも９人目までもつれ，見事３年塩谷

がチョキで勝利し２回戦に．４日目は日程が押してい

たため２回戦と準決勝の２試合を行い，２回戦は徳島

大学に１０－１，準決勝は大阪歯科大学に１１－２と

猛暑の中の消耗戦を制して１３年ぶりの決勝戦へ．

決勝戦は九州大学に０－８で敗れ２度目の優勝はな

りませんでしたが，とても思い出深い大会になりまし

た．自分達は出場チーム中最尐人数の１０人で臨ん

だのですが，選手が試合に集中できるようマネージャ

ー６人が試合前後の雑務，試合中のベンチサポート

は勿論の事，洗濯も夜遅くまでしてくださりました．ま

た遠いところ２０人近くの OBOG さんが応援に駆けつ

けてくださりました．応援メッセージも沢山頂き，マネ

ージャー，OBOG さん含め誰一人諦めなかったまさに

全員野球．自分はこのD準でチームスポーツという準

優勝以上に素晴らしい経験をする事ができました．皆

さん応援有難うございました．これからの D 準の応援

もよろしくお願い致します． 

 

 
歯科保存学会専門医：須田玲子 

歯科保存学会認定医：小出容子，菅野真莉加 

 

 
１０月１日（水）：大学院秋季入学式 

１０月５日（日）：富士吉田オープンキャンパス 

１０月１０日～１２日（金～日）：旗が岡祭・いぶき祭 

１０月１１日（土）：４学部合同進学相談会 

１０月１２日（日）：ホームカミングデー 

１０月１８日（土）：父兄会秋季部会 

１０月２１日（火）：解剖慰霊祭 

１０月２８日（火）：歯科医師臨床研修マッチング結果

発表 

 
・日本歯科衛生学会第９回学術大会 学術論文賞・

奨励賞 柴田由美（歯科衛生士）江東豊洲病院歯科・

歯科口腔外科 

・ 第 １ １ 回 ア ジ ア 口 腔顎 顔面学 会 e-poster 

presentation award受賞  近藤誠二 顎顔面口腔外

科学部門 

 
夏の猛暑はいつのことやらと，虫の音もようやく繁

くなり急に秋の深まりが増してまいりました．昨年の

今頃は２０２０年東京オリンピック・パラリンピック決定

と私も興奮しながら，編集作業をしていたことが懐か

しく思います．末筆ではございますが，お忙しい中，

原稿を執筆して頂いた皆様には心より感謝申し上げ

ます． 

認定医・専門医取得広報委員長 中村雅典 

受賞            広報委員長 中村雅典 
オールデンタルで準優勝しました 

Ｄ６ 岩内洋太郎 

編集後記      歯周病学講座 滝口 尚 

行事予定         広報委員長 中村雅典 

第９回アジア小児歯科学会で発表しま

した      小児成育歯科学講座 浅里 仁 


